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速報版No193で、以下のように発信しましたが、
４月９日には４人に増えました



表１：ワクチン接種医療従事者の死亡6人（厚労省、4月9日公表）





I60 くも膜下出血 総数 9.918
男 Ｍ． 3,749
女 Ｆ． 6,169

I61 脳 内 出 血 総数 23,982
男 Ｍ． 13,471
女 Ｆ． 10,511

11,731+32,776=44,507
9,918+23,982=33,900

なぜ、１万人以上違う？

薬のチェックの解析に用いた
くも膜下出血と脳内出血死亡数







実はこれは、I60＋I69.0(後遺症）

実はこれは、I61＋I69.1(後遺症）

I60 くも膜下出血 総数 9.918
男 Ｍ． 3,749
女 Ｆ． 6,169

I61 脳 内 出 血 総数 23,982
男 Ｍ． 13,471
女 Ｆ． 10,511

I69は脳卒中の後遺症
I69.0＝くも膜下出血後遺症
I69.1＝脳内出血後遺症

09301 くも膜下出血 総数 11731
男 Ｍ． 4319
女 Ｆ． 7412

09302 脳内出血 総数 32776
男 Ｍ． 17957
女 Ｆ． 14819

これは、後遺
症を含むので、
今回の比較に
は不適切。

簡単分類は後遺症例を含む

3桁分類は後遺症を含まない



2021-2-26 ワクチン副反応部会＋医薬品安全対策調査会合同会議資料より



接種回数110万回に適用した場合の性年齢別人年の推定
2021-4-9公表データをCOVID-19用ワクチン初期接種者の性年齢割合を適用した場合

年齢
A.
％

B.
接種
者数

C.
20日観
察人年
B×20
/365

D.
女性
66％
C×
0.66

E.
女性5
歳毎
D/2

２０～２９ 21 230,307 12,620 8,329 4,164 

３０～３９ 24 263,208 14,422 9,519 4,759 

４０～４９ 25 274,175 15,023 9,915 4,958 

５０～５９ 21 230,307 12,620 8,329 4,164 

６０～６９ 8 87,736 4,807 3,173 1,586 

７０～７９ 1 10,967 601 397 198 

合計 100 1,096,698 60,093 39,661 

ワクチン接種者 女性総人口

観察
人年

総
死亡数

出血性
脳卒中
死亡数

人数
(人年）

総
死亡数

出血性
脳卒中
死亡数

20～24歳 4,164 0 0 2,897,172 612 10 
25～29歳 4,164 1 1 2,862,291 683 13 
30～34歳 4,759 0 0 3,174,819 1,017 34 
35～39歳 4,759 0 0 3,604,575 1,626 80 
40～44歳 4,958 0 0 4,199,110 2,924 180 
45～49歳 4,958 0 0 4,748,647 5,222 378 
50～54歳 4,164 0 0 4,174,792 6,899 455 
55～59歳 4,164 0 0 3,796,969 9,116 491 
60～64歳 1,586 1 1 3,768,173 12,934 589 
65～69歳 1,586 1 1 4,462,123 24,250 947 
70～74歳 198 1 1 4,568,709 37,386 1,359 
75～79歳 198 0 0 3,986,306 58,635 2,101 



95％信頼区間
オッズ比 下限 上限

20～24歳 0.00 ( 0.0 , * )
25～29歳 1.01 ( 0.025 , * )
30～34歳 0.00 ( 0.0 , * )
35～39歳 0.00 ( 0.0 , * )
40～44歳 0.00 ( 0.0 , * )
45～49歳 0.00 ( 0.0 , 0.68 )
50～54歳 0.00 ( 0.0 , 0.54 )
55～59歳 0.00 ( 0.0 , 0.37 )
60～64歳 0.18 ( 0.005 , * )
65～69歳 0.12 ( 0.003 , 0.64 )
70～74歳 0.61 ( 0.015 , 3.46 )
75～79歳 0.00 ( 0.0 , 1.26 )
総合オッズ比 0.08 ( 0.03 , 0.21 )

P<0.0001、 I2 = 5.2% 

ワクチン接種者の総死亡率は一般人口の12分の１



95％信頼区間
オッズ比 下限 上限

20～24歳 0.09 ( 0.0 , 277 )
25～29歳 52.88 ( 1.24 , 352 )
30～34歳 0.03 ( 0.00 , 74.2 )
35～39歳 0.01 ( 0.0 , 35.3 )
40～44歳 0.01 ( 0.0 , 17.4 )
45～49歳 0.00 ( 0.0 , * )
50～54歳 0.00 ( 0.0 , * )
55～59歳 0.00 ( 0.0 , * )
60～64歳 4.03 ( 0.10 , 22.6 )
65～69歳 2.97 ( 0.08 , 16.6 )
70～74歳 17.03 ( 0.43 , * )
75～79歳 0.00 ( 0.0 , * )
総合オッズ比 9.58 ( 1.50 , 61.17 )

P = 0.0169、 I2＝40.9%

女性ワクチン接種者の脳出血死亡率は一般人口の約10倍
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死亡の原因となった疾患

全薬剤

薬剤A使用者

脳卒中以外は、他の薬剤による副作用(害反応）報告の傾向とほぼ同じ
だが、脳卒中だけが突出して、他の薬剤による副作用害反応）報告の
傾向と異なっている⇒薬剤使用と因果関係がありそうだ。

薬剤の害に関するシグナル検出方法の原理



注目
副作用

他の
副作用

合計

注目薬剤 a b a+b=t1
他の薬剤 ｃ ｄ c+d
全薬剤 a+c b+d a+b+c+d=T

PRR：Proportional Reporting Ratio

薬剤の害作用に関するシグナル検出の方法
PRRとRORについて:disproportionality=非比例性の検出方法

注目
副作用

他の
副作用

注目薬剤 a b

他の薬剤 ｃ ｄ

ROR: Reporting Odds Ratio

＝＝ ＝

突出して大きければ，偶然ではなく，因果関係があるために多く報告されたと推測する。

1)PRR or ROR ≧2、 2)カイ2乗値≧４(p<0.05）、 3)a=報告数≧3件 ならば シグナル

注目薬剤の

注目副作用オッズ

他の薬剤の

注目副作用オッズ

ad

bc

a/b

c/d

注目薬剤の注目副作用の割合： a/t1

全薬剤の注目副作用の割合: (a+c)/T



総死亡
者数 OR (下限 上限）

4（現在） 209.7 (9.2, 4590)

5 93.2 (9.2, 4591)

10 15.5 (3.2, 65.5)

20 5.8 (1.4, 18.1)

25 4.4 (1.1, 13.2)

30 3.6 (0.9, 10.3)

COVID-19用ワクチンを接種した女性の総死亡に占める出血性脳卒中死亡オッズは
全人口の総死亡に占める出血性脳卒中死亡オッズに対して約200倍(ROR=209.7)

今後出血性脳卒中死亡が少なく、25人中４人であっても、RORは有意





ワクチン接種後頭痛や局所の痛みで
血圧は上がる

• 症例１では、日頃から頭痛をよく訴えていたとのことで
すが、ワクチン接種後にも頭痛があり、その他局所の
痛みや、体調不良のさらなる悪化で、血圧が上昇し、
ついには動脈瘤が破綻した可能性があります。

• 症例２では、頭部CTで、小脳左半球の小脳橋角部に
かけて直径3.5cmの血腫と、その周囲にくも膜下出血
の広がりがあり、血腫は動脈瘤の可能性が指摘され
ています。いずれにしても、ワクチン接種後の様々な
不快な症状で血圧が上昇したことで、血管の破綻が
生じた可能性が否定できません。



COVID-19では死亡０だがワクチンで
1人死亡（20代⼥性）

• さらに重要なことは、25～29歳の⼥性で、COVID-
19（新型コロナウイルス感染症）で死亡した人は、
2020年１月以来4月4日現在、１人もいませんが、
25～29歳の⼥性が約7.6万人がワクチンを接種
して、４日目に１人が死亡した、という事実です。

• 出血性脳卒中で死亡した４人はいずれも医療関
係者です。

• しかし、今後、医療従事者以外に接種が広がる
にしたがって、COVID-19による死亡よりも、ワク
チンによる死亡が多くなる可能性を具体的に心
配する必要がある、ということを示しています。


